
当社における原子力発電所の安全運転への取組み

　福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、当社では、このような事故を二度と起こさないとの固い決意のもと、
以下のような、「緊急安全対策」等を実施しました。

　当社は、「もともと原子力は危険なもの。だからこ
そ、安全のため、あらゆる努力をする」という認識を
基本に、最新技術の導入や、国内外で発生した事故・
故障の情報を反映した原子力発電所の建設・改良に
取り組むとともに、徹底した運転員の訓練などを実
施し、原子力発電所の安全性向上に努めてきました。

電源の確保 冷却水を送るポンプ等の確保 冷却水の確保

「緊急安全対策」等の実施

●高圧発電機車の配備
●外部電源復旧対策の実施

●仮設ポンプ・仮設ホースの配備
●重要機器があるエリアへの浸水防止対策

●水源の確保

福島第一原子力発電所の事故概要

【原子力利用率の推移】

　「緊急安全対策」を実施したことで、津波により全
ての電源・海水冷却機能・使用済燃料貯蔵プール冷
却機能を失ったとしても、原子炉や使用済燃料貯蔵
プールの継続的な冷却が可能となりました。

　更なる信頼性向上のため、移動式大容量発電機の
導入や重要機器の防水対策、海水ポンプ等の予備品
確保、水タンクの補強などの対策も進めています。

津波によって
全電源を喪失止める 冷やす 閉じ込める

　原子力発電所の安全確保の基本は、原子炉を安全
に「止める」、燃料を水で「冷やす」、放射性物質を「閉
じ込める」ことです。
　しかし、福島第一原子力発電所では、地震発生時
に、原子炉を止めることはできましたが、その直後に
起こった想定を上回る津波の影響で、非常用ディー

ゼル発電機や海水ポンプなどが冠水し、全ての電
源を失うとともに、冷却水の供給もできなくなりま
した。
　このため、燃料を冷やすことができず、最終的には
放射性物質を閉じ込められなくなるという、事故に至
りました。

緊急安全対策
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原子力利用率
使用済燃料用語集



　また、「緊急安全対策」に加え、原子力発電所への電
力系統の信頼性評価などの「外部電源の信頼性確保」
や、がれき撤去用重機の配備などの「シビアアクシデ
ント（過酷事故）への対応」についても実施しています。

●仮設ポンプによる
  冷却水供給訓練

緊急安全対策訓練

●移動用機器による
  電力供給訓練

外部電源復旧訓練

●照明を消灯した中での
  訓練シミュレータを用いた
  運転操作訓練

全交流電源喪失訓練

●小型ホイールローダによる
  がれき撤去訓練

がれき撤去訓練

※原子力発電所の安全対策については、当社ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

一次評価

対　　象 評価内容

再 稼 働 の
可否を判断

二次評価
運転継続の
可否を判断

定期検査中で起
動準備の整った
原子力発電所

想定を超える事象に対して、安
全上重要な施設・機器等が、ど
の程度の安全上の余裕（安全
裕度）を持っているかを評価

想定を超える事象に対して、原
子力発電所全体の施設・機器
等を対象に、発電所の総合的な
安全性を評価

全ての
原子力発電所

玄　海
原子力
発電所

川　内
原子力
発電所

2号機

3号機

4号機

1号機
2号機

原子炉
使用済燃料
貯蔵プール
原子炉
使用済燃料
貯蔵プール
原子炉
使用済燃料
貯蔵プール
原子炉
使用済燃料
貯蔵プール

約5時間

約2.7日

約5時間

約2.2日

約65日

約104日

約5時間

約2.3日

約5時間

約1.8日

1号機
原子炉
使用済燃料
貯蔵プール

約5時間

約2.6日

外部の支援なしに
燃料を冷やし続けられる時間
緊急安全対策前 緊急安全対策後

号機 燃料の場所

【全交流電源喪失に関する評価の場合】

　ストレステストとは、設計上の想定を超える地震や津
波等に対して、原子力発電所がどこまで耐えられるか、
一次評価と二次評価に分けて調べるものです。当社の
原子力発電所においては、全号機の一次評価を完了
し、その評価結果について国へ報告しました。
　想定を超えるストレス（地震・津波）に対し、地震につ
いては基準地震動の1.61倍～1.89倍、津波について
は13.0m～15.0mまで、燃料を冷却する機能が維持
されることを確認しました。

　また、外部の支援なしに燃料を冷やし続けられる時間
についても、約65日～104日と外部からの支援を期待
するのに十分な時間を確保できることを確認しました。
　なお、当社の一次評価の結果については、国によっ
て審査が行われることとなっています。

ストレステスト（一次評価）における評価結果について

　これら設備面の対策に加え、以下のような訓練や
手順書の整備など、ソフト面の対策についても実施
しています。
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基準地震動
シビアアクシデント

使用済燃料

用語集
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